
長
め
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

さ
る
一
月
下
旬
、
首
都
ソ
ウ
ル
か
ら

高
速
バ
ス
で
南
下
す
る
こ
と
約
三
時
間
、

慶
尚
北
道
の
古
都
・
安
東
（
ア
ン
ド
ン
）

を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
人
口
一

七
万
の
こ
の
都
市
へ
は
、
高
速
道
路
が

開
通
し
て
足
の
便
が
よ
く
な
っ
て
い
る
。

現
役
時
代
、
つ
い
ぞ
足
を
の
ば
せ
な
か

っ
た
所
だ
。
王
朝
時
代
の
特
権
支
配
階

級
・
両
班
（
ヤ
ン
バ
ン
）
や
精
神
文
化

の
故
里
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
同
姓
の

一
族
で
か
た
め
ら
れ
た
同
姓
村
も
数
多

い
。
有
力
な
安
東
權
氏
、
安
東
金
氏
、

安
東
柳
氏
が
あ
り
、
李
氏
朝
鮮
時
代
の

大
儒
学
者
で
壬
辰
倭
乱
（
文
禄
の
役
）

の
際
、
宣
祖
王
の
下
で
宰
相
を
つ
と
め
、

侵
略
し
て
き
た
秀
吉
軍
と
の
交
戦
を
回

顧
し
た
『

（
ち
ょ
う
ひ
ろ
く
）』

（
国
宝
第
四
一
四
号
）
の
著
者
・
柳
成
龍

（
ユ
・
ソ
ン
ヨ
ン
）
の
豊
山
柳
氏
も
ま
た

知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
師
で
朝
鮮
王
朝
初
期
に

朱
子
学
を
集
大
成
し
た
朝
鮮
最
高
の
儒

学
者
・
李
滉
（
イ
・
フ
ァ
ン
。
号
は
退

渓=

テ
ゲ
）
は
、
日
本
の
儒
学
者
・
藤

原
惺
窩
や
林
羅
山
に
も
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
と
さ
れ
る
が
、
や
は
り

こ
の
地
で
生
ま
れ
て
い
る
。
陶
山
書
堂

は
退
渓
が
弟
子
た
ち
を
指
導
し
た
寺
子

屋
で
、
こ
れ
を
核
に
陶
山
書
院
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
双
璧
の
柳
成
龍

ゆ
か
り
の
屏
山
書
院
と
あ
わ
せ
儒
学
の

書
院
が
合
計
で
70
か
所
ほ
ど
往
時
の
ま

ま
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

仏
教
の
伝
来
は
さ
ら
に
古
い
。
半
島

最
古
の
木
造
建
築
と
い
う
統
一
新
羅
時

代
の
極
楽
殿
を
中
心
に
、
鳳
停
寺
は
仏

教
建
築
文
化
の
粋
を
残
し
て
い
る
。

洛
東
江
の
屈
曲
す
る
あ
た
り
、
河
回

村
（
ハ
フ
ェ
マ
ウ
ル
）
に
行
け
ば
、
そ

こ
は
豊
山
柳
氏
の
同
族
村
落
で
あ
り
、

重
要
民
俗
資
料
に
指
定
さ
れ
た
民
俗
村

で
あ
る
。
３
０
０
〜
５
０
０
年
前
の
様

式
を
伝
え
る
両
班
家
屋
や
伝
統
的
な
風

俗
習
慣
・
文
化
を
伝
え
る
１
０
７
戸
の

農
家
に
２
２
０
人
ほ
ど
の
農
民
が
生
活

し
て
お
り
、
往
時
を
今
に
し
の
ば
せ
て

い
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
伝
来
の
河
回
の
仮

面
群
は
国
宝
で
、
高
麗
時
代
か
ら
の
仮

面
劇
は
体
制
風
刺
を
含
ん
で
も
い
る
。

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
毎
年
秋
（
今
年
は

９
月
28
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
）
に
は

安
東
国
際
タ
ル
チ
ュ
ム
（
仮
面
舞
）
フ
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韓
国
三
者
委
員
会
の
行
方

│
機
構
改
変
の
実
効
性
を
見
る

●ＩＭＦ－ＪＣ顧問

小島正剛 こじま・せいごう

６０年ＩＭＦ日本事務所に入職以来、

ＪＣ事務局長代理、ＪＣ国際局長、

ＪＣ副議長（国際委員長）（以上兼務）、

ＩＭＦ地域代表を務めるなど国際労

働運動一筋。９８年ＪＣ顧問に。日

本労働ペンクラブ会員他。主要著書

「海外労働アラカルト」他。

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
催
さ
れ
、
十
数
カ
国

の
伝
統
仮
面
劇
が
参
加
し
て
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
る
。
ち
な
み
に
安
東
は
世
界

歴
史
都
市
連
盟
の
加
盟
都
市
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
儒
教
の
古
都
安
東

が
、
植
民
地
時
代
に
義
兵
を
輩
出
し
た

史
実
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
全
国
で
最

初
の
独
立
運
動
が
芽
生
え
た
土
地
な
の

だ
。
一
時
は
、
半
島
の
ク
レ
ム
リ
ン
と

も
い
わ
れ
た
と
か
。
１
９
２
６
年
６
月

10
日
の
「
万
歳
の
義
挙
」
に
は
当
地
の

李
先
鎬
、
柳
冕
煕
、
權
五
尚
ら
が
主
役

だ
っ
た
。
抗
日
詩
人
と
し
て
独
立
運
動

WWOORRLLDD NNOOWW NNoo..7788



に
貢
献
し
た
李
陸
史
も
こ
の
土
地
の
生

ま
れ
だ
と
聞
き
お
よ
ぶ
。

そ
う
え
い
え
ば
、
作
家
・
立
原
正
秋

も
こ
の
土
地
の
出
で
あ
る
。

日
韓
中
の
「
和
解
の
場
」

さ
る
５
月
、
壬
辰
倭
乱
（
文
禄
の
役
）

の
と
き
宰
相
・
柳
成
龍
に
登
用
さ
れ
秀

吉
軍
を
破
っ
た
将
軍
・
李
舜
臣
（
イ
・

ス
ン
シ
ン
）、
朝
鮮
王
朝
へ
の
援
軍
を
指

揮
し
た
明
国
の
将
軍
・
李
如
松
、
そ
し

て
秀
吉
軍
の
統
帥
・
宇
喜
田
秀
家
、
小

西
行
長
の
、
そ
れ
ぞ
れ
十
数
代
後
の
子

孫
ら
が
、
柳
成
龍
逝
去
４
０
０
年
の
追

慕
祭
典
を
機
に
安
東
に
集
い
、
過
去
を

清
算
し
韓
中
日
の
「
和
解
の
場
」
が
も

た
れ
た
と
伝
え
聞
く
。
こ
れ
に
よ
り
、

か
れ
ら
は
言
う
と
こ
ろ
の
未
来
志
向
の

関
係
を
現
実
の
も
の
と
し
た
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。
歴
史
都
市
安
東
の
面
目
躍
如

で
あ
る
。

ち
な
み
に
安
東
市
役
所
に
は
、
日
本

人
初
の
職
員
と
し
て
緒
方
恵
子
さ
ん
が

採
用
さ
れ
、
日
韓
の
友
好
交
流
に
寄
与

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
記
し
て
お
こ
う
。

労
使
政
三
者
委
員
会
の

動
向数

日
の
滞
在
を
へ
て
、
安
東
か
ら
ソ
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ウ
ル
に
戻
っ
た
そ
の
日
、
民
主
労
総

（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
）
の
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ

て
い
た
。
一
回
の
選
挙
で
は
決
着
が
つ

か
ず
、
結
局
、「
穏
健
派
」
と
さ
れ
る
委

員
長
が
選
出
さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
を
う

け
た
の
は
、
翌
朝
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
の
選
挙
結
果

を
と
ら
え
、
こ
れ
で
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
が
労
使

政
の
三
者
委
員
会
に
復
帰
す
る
の
も
時

間
の
問
題
だ
と
指
摘
し
た
。
周
知
の
よ

う
に
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
は
昨
年
後
半
に
三
者
委

員
会
か
ら
離
脱
し
て
い
る
か
ら
だ
。
３

月
に
な
る
と
、
注
目
の
う
ち
に
、
Ｋ
Ｃ

Ｔ
Ｕ
の
イ
・
ソ
ッ
ケ
ン
新
委
員
長
は
、

イ
・
サ
ン
ス
労
働
大
臣
を
訪
ね
て
懇
談

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
グ
（
社

会
的
対
話
）
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
。

そ
の
後
、
大
臣
が
委
員
長
を
訪
ね
る
な

ど
し
て
お
り
、
相
互
理
解
へ
の
努
力
は

続
い
て
い
る
や
に
見
う
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
友
人
た
ち
と
の
懇
談
を
と

お
し
て
、
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
の
三
者
委
員
会
へ

の
早
期
復
帰
は
困
難
と
の
感
触
を
得
た
。

た
し
か
に
、
執
筆
時
点
で
も
復
帰
は
な

っ
て
い
な
い
。
安
東
で
の
韓
中
日
の

「
三
者
の
和
解
」
は
心
地
よ
い
も
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
、
こ
の
国
の
労
使
政
の

「
三
者
委
員
会
の
和
解
」
の
ほ
う
は
い
ま

だ
し
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
の
復
帰
は
な
ら

な
く
て
も
、
韓
国
労
総
（
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
）

の
参
加
を
得
て
い
る
三
者
委
員
会
で
は
、

す
で
に
待
っ
た
な
し
で
機
構
改
変
が
す

す
み
、
名
称
も
変
更
し
て
機
能
の
範
囲

拡
大
を
決
定
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

経
済
社
会
先
進
化
委
員

会
へ
改
変

で
は
、
ソ
ウ
ル
滞
在
中
に
得
た
資

料
・
情
報
を
ベ
ー
ス
に
、
労
使
政
三
者

委
員
会
改
変
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
み
よ

う
。①

機
構
改
変
へ
の
背
景

返
り
見
れ
ば
、
労
使
政
の
韓
国
三
者

委
員
会
（
Ｋ
Ｔ
Ｃ
）
が
発
足
し
た
の
は

１
９
９
８
年
、
ア
ジ
ア
を
お
そ
っ
た
金

融
危
機
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
。
国
難
と

も
さ
れ
た
未
曾
有
の
経
済
危
機
克
服
を

目
指
し
て
、
三
者
が
「
負
の
分
担
」
を

中
心
に
、
労
使
関
係
上
の
諸
課
題
の
解

決
を
は
か
り
、
労
働
政
策
措
置
に
係
わ

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
グ
（
社
会

的
対
話
）
を
促
進
し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
、
三
者
委
員
会
の
機

構
の
も
つ
弱
点
が
浮
上
し
、
そ
の
修
正

の
ニ
ー
ズ
が
絶
え
ず
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
言
う
と
こ
ろ
の
弱
点

は
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
労
使
代
表

の
い
ず
れ
か
が
、
論
議
に
異
議
を
申
し

立
て
退
場
も
し
く
は
欠
席
し
て
し
ま
う

と
、
そ
れ
ま
で
に
得
た
討
議
結
果
は
政

府
に
提
起
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

二
つ
は
、
委
員
会
の
下
に
あ
る
専
門
委

員
会
や
分
科
会
が
現
状
の
ま
ま
で
は
十

分
機
能
を
果
た
し
難
い
と
い
う
点
で
あ

る
。そ

も
そ
も
三
者
委
員
会
改
革
の
事
案

が
初
め
て
委
員
会
に
提
起
さ
れ
た
の
は

05
年
４
月
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
は
労
働

界
の
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
、
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
の
両
組
織
、

韓
国
経
総
（
Ｋ
Ｅ
Ｆ
）、
韓
国
商
工
会
議

所
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）、
そ
し
て
三
者
委
員
会

の
各
代
表
が
出
席
し
て
い
た
。
い
わ
ば

オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
キ
ャ
ス
ト
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
委
員
会
が
よ
り
効
率
的
か
つ

幅
広
い
責
任
を
負
っ
て
い
く
た
め
に
、

自
ら
の
機
能
・
役
割
・
機
構
の
改
変
を

実
施
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
ほ
ぼ
一
年
間
、
労
使
政
各
側

代
表
ら
は
、
労
働
を
は
じ
め
多
様
な
分

野
の
専
門
家
ら
の
見
解
を
ベ
ー
ス
に
論

議
を
継
続
し
、
06
年
４
月
に
い
た
っ
て
、

改
変
内
容
に
合
意
を
み
た
。

合
意
宣
言
に
は
、「
労
働
市
場
の
二
極

分
化
、
雇
用
の
創
造
な
ど
を
含
む
一
連

の
社
会
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
社
会

韓韓国国三三者者委委員員会会のの行行方方
－－機機構構改改変変のの実実効効性性をを見見るる
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的
対
話
を
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
と
の

認
識
を
共
有
し
つ
つ
、
委
員
会
の
効
率

を
高
め
る
た
め
に
、
よ
り
強
力
で
重
層

的
な
対
話
の
シ
ス
テ
ム
や
事
案
ご
と
の

有
期
委
員
会
な
ど
を
設
置
す
る
新
た
な

取
り
決
め
に
合
意
し
た
」
と
あ
っ
た
。

こ
の
三
者
委
員
会
の
合
意
を
得
て
、

法
改
正
案
が
策
定
さ
れ
、
途
中
Ｋ
Ｃ
Ｔ

Ｕ
の
欠
席
は
あ
っ
た
も
の
の
、
06
年
12

月
、
国
会
に
お
い
て
こ
れ
が
承
認
を
み

た
。
そ
し
て
07
年
１
月
、
改
定
法
が
施

行
さ
れ
て
、
三
者
委
員
会
の
改
変
は
軌

道
に
の
っ
た
の
で
あ
る
。

②
何
が
変
わ
っ
た
の
か

現
地
で
の
関
係
者
の
説
明
や
資
料
を

も
と
に
列
挙
す
れ
ば
、
変
わ
っ
た
の
は

次
の
諸
点
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
a
）
ま
ず
は
、
名
称
を
「
経
済
社
会

先
進
化
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
）」
と
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
改
称
は
、
く
だ
ん

の
合
意
事
項
に
て
ら
し
て
、
同
委
員
会

が
単
に
労
使
関
係
問
題
の
み
な
ら
ず
、

労
使
関
係
に
密
接
に
関
連
す
る
幅
広
い

社
会
的
・
経
済
的
諸
問
題
を
も
対
象
と

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
社
会
的
な
二
極
分
化
の
解
消
や
、

周
辺
労
働
者
や
未
組
織
労
働
者
の
保
護

な
ど
の
課
題
で
あ
る
。

（
b
）
よ
り
効
率
よ
く
機
能
を
発
揮
す

る
た
め
に
、
委
員
会
は
、
常
設
の
専
門

委
員
会
に
代
え
て
、
直
面
す
る
事
案
別

の
「
有
期
委
員
会
」
を
も
つ
こ
と
に
な

っ
た
。
各
事
案
ご
と
の
討
議
期
間
を
一

年
に
短
縮
す
る
と
い
う
か
ら
、
目
標
達

成
型
の
委
員
会
と
い
え
そ
う
だ
。

（
c
）
さ
ら
に
、
重
層
的
な
対
話
の
チ
ャ

ネ
ル
と
し
て
、「
産
業
別
の
協
議
機
関
」

が
設
置
さ
れ
る
。
委
員
会
の
中
に
こ
う

し
た
産
業
別
の
協
議
機
関
を
も
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
団
体
交

渉
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
切
り
込
み
、
産
業

特
定
の
問
題
が
社
会
問
題
に
エ
ス
カ
レ

ー
ト
す
る
事
前
に
、
解
決
の
方
策
を
見

出
す
べ
く
労
使
が
協
力
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
し
て
い
る
。

（
d
）
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
変
革

は
、
参
加
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
の
責
任
を
強
め
る
」
新
た
な
合

意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
か
り
に
、
あ
る

メ
ン
バ
ー
が
欠
席
し
た
た
め
に
、
事
案

に
つ
い
て
の
決
議
が
不
能
と
な
っ
た
場

合
で
も
、
委
員
会
は
、
過
半
数
の
出
席

が
あ
り
過
半
数
の
賛
成
が
あ
れ
ば
、
討

議
結
果
を
政
府
に
提
起
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
従
来
の
よ
う
な
委
員
会
運
営
上

の
障
害
が
排
除
さ
れ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
出
席
す
べ
き
責
任
が
重

く
な
り
、
か
れ
ら
の
臨
時
代
理
の
出
席

は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

③
四
つ
の
事
案
別
委
員
会

と
は経

済
社
会
先
進
化
委
員
会
の
も
と
に

発
足
す
る
事
案
ご
と
の
委
員
会
は
、
次

の
四
つ
で
あ
る

（
a
）
非
正
規
職
労
働
者
保
護
法
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

こ
の
委
員
会
は
、
今
年
七
月
に
発
効
す

る
非
正
規
職
労
働
者
保
護
法
の
施
行
を

成
功
裡
に
進
め
る
の
に
必
要
な
措
置
を

扱
う
と
い
う
。
本
法
は
、「（
非
正
規
職

が
）
二
年
以
上
を
過
ぎ
れ
ば
無
期
契
約

労
働
者
と
見
做
さ
れ
、
事
実
上
の
正
規

労
働
者
と
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
注
目

を
集
め
た
法
だ
が
、
こ
の
委
員
会
は
、

非
正
規
労
働
者
へ
の
差
別
を
判
定
す
る

基
準
や
派
遣
の
許
容
範
囲
の
判
断
基
準

な
ど
を
論
議
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
b
）
団
体
交
渉
構
造
の
改
革
に
関
す

る
委
員
会

こ
の
委
員
会
は
、
多
様
化
す
る
団
体
交

渉
方
式
が
妥
当
に
機
能
す
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
①
選
択
さ
れ
た
産
業
部
門
や

職
業
に
お
け
る
三
者
構
成
の
実
情
調
査

を
実
施
し
て
、
そ
れ
ら
当
該
の
団
体
交

渉
の
現
況
を
分
析
し
、
②
各
種
の
団
体

交
渉
の
長
所
と
短
所
や
、
そ
れ
ら
が
産

業
部
門
に
お
よ
ぼ
す
影
響
を
検
討
し
、

ま
た
、
③
可
能
な
ら
団
体
交
渉
の
実
施

ル
ー
ル
を
討
議
す
る
、
な
ど
を
意
図
し

て
い
る
。

（
c
）
賃
金
制
度
の
改
革
に
関
す
る
委

員
会

こ
の
委
員
会
は
、
こ
こ
数
年
論
議
さ
れ

て
き
た
賃
金
ピ
ー
ク
制
度
の
モ
デ
ル
を

策
定
し
、
あ
わ
せ
て
中
高
年
層
の
雇
用

促
進
の
観
点
か
ら
退
職
年
齢
の
引
き
上

げ
を
可
能
と
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。

さ
ら
に
は
、
非
正
規
労
働
者
の
不
当
な

処
遇
を
防
止
し
排
除
す
る
た
め
、
政
府

が
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
べ

き
か
、
ま
た
現
行
の
賃
金
シ
ス
テ
ム
を

ど
う
改
善
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

（
d
）
雇
用
保
険
先
進
化
に
関
す
る
委

員
会

こ
の
委
員
会
は
、
失
業
を
防
止
し
、
雇

用
を
促
進
し
、
労
働
者
の
技
能
向
上
を

は
か
る
た
め
、
発
足
し
て
10
年
に
な
る

雇
用
保
険
制
度
の
効
率
性
を
レ
ヴ
ュ
ー

す
る
こ
と
、
雇
用
保
険
の
中
長
期
の
先

進
化
の
方
向
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
労
働
市
場

情
報
シ
ス
テ
ム
や
公
共
雇
用
サ
ー
ビ
ス
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（
Ｐ
Ｅ
Ｓ
）に
お
け
る
特
定
労
働
力
な
ど
、

雇
用
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
ど
う
構
築
す

る
か
が
こ
の
委
員
会
の
重
要
な
検
討
課

題
と
さ
れ
て
い
る
。

右
の
四
つ
の
委
員
会
に
加
え
て
、
も

う
一
つ
言
及
す
べ
き
委
員
会
が
あ
る
。

「
労
使
関
係
先
進
化
委
員
会
」
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
昨
06
年
11
月

に
発
足
し
、
労
使
関
係
の
新
し
い
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
た
め
の
一
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
任
務
を
負
い
、
各
分
野
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
レ
ヴ
ュ
ー

や
討
論
が
進
行
中
と
聴
く
。
各
分
野
と

は
、
労
働
法
や
諸
制
度
、
職
場
の
労
使

関
係
、
安
定
雇
用
対
策
と
地
域
の
統
治

性
、
生
涯
職
業
能
力
の
た
め
の
技
能
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
委
員
会
で
は
、
今
年
前

半
に
は
産
業
別
の
協
議
機
関
を
設
置
す

る
目
的
で
、
鉄
鋼
産
業
や
自
動
車
産
業

を
含
む
個
別
産
業
部
門
に
お
け
る
三
者

構
成
主
義
の
現
状
・
問
題
点
・
動
向
を

理
解
す
る
た
め
に
、
基
本
的
な
デ
ー
タ

や
情
報
を
収
集
中
で
あ
り
、
関
係
者
と

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
も
進
行
中
だ
と
聞
き

お
よ
ぶ
。

「
こ
う
し
た
機
構
上
の
イ
ノ
ヴ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
、
経
済
社
会
先
進
化
委

員
会
は
、
社
会
的
対
話
の
力
に
よ
っ
て

全
般
的
な
労
使
関
係
を
先
進
化
さ
せ
る

努
力
を
倍
増
し
、
あ
わ
せ
て
労
使
関
係

を
と
り
ま
く
社
会
的
環
境
変
化
に
対
応

し
て
い
く
」
と
は
、
委
員
会
事
務
局
の

説
明
で
あ
る
。

短
め
の
エ
ピ
ロ
ー
グ

委
員
会
の
有
り
よ
う
に
つ
い
て
筆
者

が
抱
い
た
関
心
は
、
た
と
え
ば
、
社
会

的
に
注
目
を
集
め
て
い
た
韓
米
自
由
貿

易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
へ
の
対
応
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。
当
然
こ
の
事
案
は
、
三

者
委
員
会
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と

想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
関
係
者
の
答

え
は
、
三
者
委
員
会
の
議
題
に
な
っ
た

こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ

と
が
外
交
交
渉
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
密

室
の
交
渉
に
終
始
し
た
か
ら
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
の
へ
ん
が
委
員

会
の
限
界
か
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
し
て
は
、
労
働
団
体
は

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
差
は
あ
れ
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対

で
あ
り
、
米
労
組
と
も
共
闘
し
、
年
末

か
ら
し
き
り
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
し
か
し
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
政
府
レ
ベ
ル
で
決
着
し
、
両

国
と
も
国
会
審
議
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
は
、
６
月
に
入

っ
て
声
明
を
発
し
、
特
別
委

員
会
を
も
う
け
て
透
明
性
の

あ
る
論
議
の
中
で
今
後
の
対

応
を
は
か
り
、
労
組
を
含
む

国
民
的
な
合
意
形
成
を
は
か

る
べ
き
だ
と
訴
え
て
い
る
。

Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
は
、
ア
プ
リ
オ

リ
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対
で
あ
り
、

そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
変
わ
り

は
な
い
。
主
力
組
合
の
金
属

労
組
は
、
６
月
末
に
は
韓
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
無
効
化
全
面
ス
ト
闘

争
計
画
を
実
施
す
る
構
え
で

あ
る
。
ま
た
、
産
別
組
織
に
移
行
し
て

以
降
、
金
属
労
組
が
５
月
22
日
に
開
始

し
た
産
別
中
央
交
渉
は
、
４
回
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
経
た
も
の
の
、
６
月
12
日
、

現
代
、
大
宇
、
起
亜
、
双
龍
の
自
動
車

四
社
の
経
営
者
が
統
一
交
渉
か
ら
離
脱

し
、
労
組
側
は
交
渉
決
裂
を
発
表
し
た

段
階
に
あ
る
。

深
刻
化
す
る
格
差
社
会
の
な
か
で
、

一
部
労
組
指
導
層
の
闘
争
至
上
主
義
と

い
う
現
実
と
社
会
的
対
話
と
い
う
理
念

と
の
乖
離
が
狭
ま
ら
な
い
。
全
面
的
な

折
り
合
い
が
つ
く
ま
で
に
は
な
お
時
間

が
必
要
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。
そ
れ

に
、
社
会
的
対
話
の
場
と
い
え
ど
も
、

組
織
率
12
％
そ
こ
そ
こ
の
労
組
側
が
労

働
者
を
代
表
し
き
れ
る
の
か
と
い
う
疑

念
が
ち
ま
た
で
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
や

に
聞
き
お
よ
ぶ
。
そ
し
て
一
方
の
、
経

営
側
の
代
表
性
に
も
限
界
が
あ
る
と
い

う
指
摘
も
無
視
し
え
な
い
。

そ
う
し
た
状
況
下
、
新
機
構
の
機
能

と
そ
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
成
功
に

は
、
革
新
系
政
府
と
、
強
力
な
中
央
集

権
的
労
使
団
体
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
、

と
は
、
尊
敬
す
る
安
東
出
身
の
北
欧
研

究
者
の
言
で
あ
る
。

（
２
０
０
７
年
６
月
25
日
記
）
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安
東
出
身
の
権
重
東
元
労
働
長
官
（
左
）
と
安
東
・
河
回
村
の

一
角
に
て
。


